
皆さんの「声」を聞かせてください！

　今回は、毎年 2 月に開催される「女性まつり」を主催されて
いる女性団体連絡協議会の方々にお話を伺いました。町の中に
お店がたくさんあり、さまざまなイベントがにぎやかに行われ
ていた時代を知っている方々のお話はとてもパワフルで、町内
でのネットワークも施設の存在を活かして、楽しみながら築い
てきた経験があることを興味深く聞くことができました。

女性団体連絡協議会の皆さんの話

中山町公共施設再配置検討のための町民インタビューのレポートをお届けします！ vol.
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私たちの世代は、
中央公民館がさまざまな活動の拠点だった！サークル イベント

中央公民館は、町民にしっかり使われてきた施設
1973 年設置

年齢とともに使いにくくなってきたことも事実

高齢者でも使いやすい施設にしてほしい

私たちは
人間関係で
苦労してきた
世代

自分たちがしてきた苦労は
下の世代には
味わってほしくない

多世代で交流しながら楽しく過ごせる町であってほしい

昔は子どもが安心して大人を頼る雰囲気があった

高齢者の交通利便性向上のためのサービス

町営バスが
もっと使いやすくなってほしい

初めてだと
戸惑うことばかり

『乗りたい』と
思えるような
工夫を

乗り方が
分かりにくい

多くの人が
利用して
サービスが

長く続いてほしい

昔は、子どもが学校の帰りに私の家に寄って、
「お願い！」ってトイレを借りたり、井戸水を
飲んだりしていましたよ。自分の子どもたち
の同級生でも何でもない、長崎小の子たち。
私たちもそういうことが当たり前にあったし、
子ども達も安心して頼っていたんでしょうね。

「嫁」として
常に見られていた

自由な発言も
できなかった

中央公民館には
エレベーターがなく、
高齢者は大変

2階の利用を
諦めることも
しばしば

新しくするなら、
平屋でもいい！

バリアフリーは絶対！

今の若い世代が
利用しないのは
何でだろう．．．

現在の利用者は
高齢者が多い

図書室があった時、
読書サークルが
立ち上がった

料理教室も
行われていた

研修を兼ねて
仲間で

旅行したこともある

中央公民館は
中山町の

社会教育の拠点

当時の女性が
いきいきと生きられるように

さまざまな取り組みが行われていた印象

社交ダンスも
あった

昔は、
ホールで
結婚式が

行われていた！

ホールの奥に
調理場があって、
魚屋さんが
料理していた

バレーボールは
地区ごとに

チームがあって、
すごい盛んだった！

上の世代は
民舞をやっていた 盆踊りは、

屋台も出て、
とてもにぎやかだった



　集まった方々は、中央公民館が完成した 1973
年に 20 代を過ごしている方々がほとんどで、ラ
イフステージが変化していく中で、中央公民館
がその時々の活動拠点になって、盛んに利用さ
れていたことが分かりました。「若妻会」や「読
書サークル」で集まったり、大ホールで結婚式
を挙げたり、陶芸教室が開催されたり。さまざ
まな思い出がよみがえってきたようで、大いに
盛り上がりました！「女性がいきいきと生きら

れるような、さまざまな取り組みが行われてい
た」と振り返る方もいて、町外から新たに引っ
越してきた方々にとっては心強い存在だったよ
うです。
　集まった皆さんは現在も中央公民館をよく使
うようですが、「エレベーターがないので、2 階
に上がるのが大変」「高齢者にとっては使いにく
い施設」という話もあり、バリアフリー化を望
む意見も出ました。

私たちの世代は、中央公民館が活動拠点だった！
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　町内の隅々を循環して運行されている町営バ
スは、どの区間から乗っても 100 円（一般料金
／子どもは 50 円）で利用でき、自由に乗り降り
できるフリーストップ区間も設けられている便
利な公共交通です。バス停では、到着を待つ高
齢者同士の井戸端会議の様子がみられたり、運
転スタッフによる乗降時の補助もあるようで、
高齢福祉の一助にもなっていると捉えることが

できます。しかしながら、「目的地まで時間がか
かる」「利用方法が分からず、初めての時はかな
り戸惑った」という声も聞かれました。自力で
の車の運転から公共交通利用へと移行したい高
齢世代だからこそ、「もっと『乗りたい』と思え
るように工夫して、多くの人が利用できる状況
にしてほしい」という意見が出されました。

町営バスをもっと使いやすく

　現在の暮らしについて、「程よい人間関係が
あって暮らしやすい」とし、かつては「上の世
代に縛られていて苦労した」というお話があり
ました。そういう経験があるからこそ、「若い世
代の人たちには、嫌な思いをしてほしくない」
という気持ちがあるとのことでした。他の世代
との交流に対しても、「機会があれば、自分たち

の世代が知っていることやできることを共有し
ていきたい」という意欲をお持ちのようでした。
一方で、「今の中央公民館は高齢の世代の利用が
中心で、若い世代はほとんど見かけない」とい
うことで、多世代が施設を利用しながら、もっ
とにぎやかに交流できることを望んでいるよう
でした。

多世代が楽しく過ごせるように
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公共施設再配置計画については、その必要性が「第 6 次中山町総合発展計画」にて説明されて
います。以下URLまたは、右記コードよりご確認ください。
◎中山町「第6次中山町総合発展計画を策定しました」
　https://www.town.nakayama.yamagata.jp/soshiki/seisaku/machidukurisuishin/214.html
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